
　地域の子どもたちに自分の住んでい
るまちのことを知ってもらうことを目
的に「蔵持ウォークラリー大会」を開
催。毎年恒例の行事で、今年度はボラ
ンティアを含め 190 人以上に参加いた
だきました。
　史跡や周辺の神社などをポイントにし
た約 4㎞のコースを子どもたちがゲーム
感覚で探検することで、普段は気付かな
かった地域の良さを再発見するきっかけ
にしています。
　また、このウォークラリーは地域の住民同
士の交流も目的にしているので、ガイド役の
役員さんや参加者
の皆さんが顔見知
りになる良い機会
にもなっています。
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1～2……15地域のまちづくり　ゆめをカタチに　 
3……市史だより「唐招提寺と名張」　　　
7……施設ご利用ガイド　　　8……3月の相談日程
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　市内にある 15の地域づくり組織では、地域の将来像をまとめた地域ビジョンを実現
するためにさまざまなまちづくりが行われています。
　今号では、各地域づくり組織が実施している事業の一部を紹介します。

  地域経営室　  63‐7484

よりよい地域にするために 15 地域のまちづくり

ゆめをカタチに

実践交流会の開催
地域づくり代表者会議

　3年前に開設した地域支え合いセンター「な
ごみ」は、幼児から高齢者まで年間延べ約 1
万人の皆さんが利用しています。さまざまな
趣味の会など定期的にご利用いただくほか、
週 2回体操教室も実施しています。楽しみな
がら筋力回復運動やスクエアステップに続け
て参加している人は、足腰が強くなったと実
感しているようです。昨年は健康フェスティ
バルとして血圧や体の筋肉量を測定するイ
ベントを行い大盛況でした。
　また、いつもボランティアの皆さんが 1
杯 100 円でコーヒーも提供しており、居心
地の良い交流スペー
スになっています。
市民センターと併
せ地域の拠点とな
る居場所として、
これからも活動を
続けていきます。
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　地域で子どもたちの成長を見守っていこう
と、「ハッピーウェルカム事業」として赤ちゃ
んが生まれた家庭にベビースタイ(よだれ掛け)
と紙おむつを贈呈し、お祝いをしています。桃
のアップリケ入りの、肌にも優しい手作りのス
タイは皆さんに喜んでいただいています。そし
て、地域の子育てサロン「ももちゃん広場」に
も参加していただく機会づくりとしています。
　また、昨年は小学校体育館で子どもたち
と共に防災訓練を実施しました。訓練には
地域住民も 272 人が参加。伊勢湾台風の被
害写真を展示し、被災した地域の皆さんが
当時の体験を子どもたちに語り継ぐ内容にし
ました。今後も、
地域の子どもた
ちのための取り
組みを行ってい
きます。

子どもの成長を
地域で見守る育む 交流

市内の 3つの地域づくり組織が、それぞれの取り組んでいる内容について発表します。
日時　2月15日土 午後1時～4時30分

令和元年度
場所　教育センター（百合が丘西5）

発表地域　桔梗が丘自治連合協議会、赤目まちづくり委員会、中央ゆめづくり協議会

参加無料
申込不要
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蔵持地区まちづくり委員会 ひなち地域ゆめづくり委員会

ウォークラリーで
地域を知ってもらう

誰もが気軽に集える
居場所「なごみ」

　 0595－64－2560  　　pr@city.nabari.mie.jp　  

箕曲地域づくり委員会

15 地域の取り組み
について紹介して
いきます！

せ地域の拠点とな

　なばりんは、名張の子どもたちによる会議
「ばりっ子会議」で生まれました。ぶどうや
いちご、赤目四十八滝など名張の魅力がいっ
ぱい詰め込まれたキャラクターです。

名張市公認キャラクター なばりん
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